
多くの子どもたちは、自分の住んでいる地域の言葉が共通語だと思っています。授業で地方そ
れぞれに方言があることを知ることで、様々な地域の言葉を調べるような意欲を持たせます。
調べた方言の中からお気に入りの言葉を見つけ、クイズ形式のはがき新聞を作らせます。クイ
ズ形式にすることで相手意識が一層高まり、もっと知りたいという意欲も育てます。

レイアウトの例

•	共通語と方言との違いを理解している。（知識・技能(3)ウ）
Ａ‥‥日常生活の言葉や実体験を入れて、方言とその意味について書いている。
Ｂ‥‥方言とその意味について書いている。
•	「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、自
分の考えが伝わるように書き表し方を工夫している。（思考・判断・表現Ｂ(1)ウ）
•	進んで自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫し、今までの学習を生かして方言クイズ
を作成しようとしている。
（主体的に学習に取り組む態度）

◆前時まで
導入（課題の説明）・はがき新聞の作
り方説明・調べ学習

◆本時
①導入（課題の説明）������� 5分
②はがき新聞の作り方説明��� 10分
③はがき新聞の作成�������30分

◆次時
クイズ交流会

教材：「方言と共通語」（光村図書）
小学校の方言の学習では、共通語と方言の違いを理解させることが

目標となっています。様々な地域の方言について調べたことをワークシートに
まとめるのではなく、「方言クイズ新聞」を作成することで、

調べる意欲をわかせ、楽しみながら言葉に関心をもたせましょう。

方言クイズ新聞をつくろう

はがき新聞の上段にクイズのヒント、中段に
方言の意味を書かせます。下から1/3を折り
作成することで答えがすぐにわからないので
楽しんで活動できるでしょう。さらに、日常
での活用の場面を取り入れることでより身近
に感じることができるのではないでしょうか。

学びを広げるポイント

指導のねらい

時間配分
（目安)

教材の対象 ▶ 小学5年生 国語〈先生向け〉

評価の例



レイアウトの例

日本語には方言と呼ばれる、地方独自の言葉がたくさんあることを
学びましたね。方言について調べ、気に入った言葉を選び、
「方言クイズ新聞」を作って、友だちと交流しましょう。

方言クイズ新聞をつくろう

1

2

3

4

5

教材の対象 ▶ 小学5年生 国語〈児童向け〉

レイアウトの例を参考にして、新聞の
大まかなレイアウトを決めましょう。

定規を使って、枠などに線を引きま
しょう。

発行者の欄に名前を書きましょう。
（名前は横書きです）

見出し①の下に方言のヒントを2～4
つ書きましょう。（横書きの方が見や
すいです）

中段の半分～下段には、その方言の
意味やどこの地域の言葉なのか書き
ましょう。もう半分には関係する絵
やイラストを描きましょう。

下段の半分には、見出し②「みんなも
使ってみよう」を書きましょう。（使
い方を会話文にしてもよいでしょう）

一度読み直してから、新聞の「タイ
トル」をつけましょう。

文章や絵が書けたら、色鉛筆で色を
塗りましょう。

見出し①は、紹介したい方言を書き
ましょう。

教材：「方言と共通語」（光村図書）
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鉛筆（下書き用）、消しゴム、
ペン（黒色）、色鉛筆、定規など

準備するもの

新聞の1/3を折ったら完成です。10

はがき新聞の作り方


